






 

今回は,上下顎の発育,咬合状態,永久歯の萌出時期を,昭和 57年 1 月 26日より,昭和 58 年

1 月 18 日までの約 1年の経過観察を行ない,次の結果を得た。 

 顔貌,上下顎骨の発育に関しては,時に異常所見はみられなかった。 

 咬合状態に関しては,現時点,不正咬合はみられなかった。 

 齲蝕に関しては,齲蝕は,萌出後2年以内に発生することが多いと云われているが,5つ子

には,齲蝕は全くみられなかった。このことは,不正咬合の一誘因が否定されると同時に,

将来の成長,発育に大変重要な意味をもっている。母親の口腔衛生への関心が深いことの現

われである。 


